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編
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明
治
学
院
大
学
で
教
え
る
こ
と
と
な
っ
た

二
十
年
前
、
宮
沢
賢
治
生
誕
一
〇
〇
年
を
契
機

に
多
く
の
出
版
物
や
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
。「
注
文
の
多
い
料
理
店
」
の
仏

訳
と
と
も
に
、
当
時
の
私
に
と
っ
て
翻
訳
論
に

携
わ
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。
そ
の
後
の
宮

沢
賢
治
研
究
の
深
化
を
反
映
す
る
生
誕
一
二
〇

年
特
集
を
本
誌
で
組
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
と

て
も
う
れ
し
く
、
執
筆
者
の
方
々
、
そ
し
て
編

集
に
尽
力
し
て
い
た
だ
い
た
英
文
学
科
の
富
山

英
俊
教
授
に
た
だ
感
謝
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

特
集
に
つ
い
て
は
富
山
教
授
に
よ
る
後
記
を
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
。

　

言
語
文
化
研
究
所
の
二
〇
一
六
年
度
の
活
動

に
つ
い
て
、
こ
こ
で
簡
単
な
紹
介
を
さ
せ
て
い

た
だ
こ
う
。
九
月
に
は
、
ニ
ー
ス
・
ソ
フ
ィ
ア
・

ア
ン
テ
ィ
ポ
リ
ス
大
学
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ガ
ル

ゾ
准
教
授
を
講
師
に
招
き
、
人
文
・
社
会
科
学

の
研
究
成
果
が
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
に
公
開
さ
れ
て
い
る
の
か
を
検
証
す

る
「
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
け
る
学
術
的
レ
ト
リ

ュ
ー
ル
」
と
題
さ
れ
た
講
演
会
が
催
さ
れ
、
ニ

ー
ス
大
学
と
明
治
学
院
大
学
を
結
ぶ
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
幕
開
け
と
な
っ
た
。
ま
た
、
十
一

月
に
は
英
国
の
作
曲
家
マ
ー
ク
＝
ア
ン
ソ
ニ

ー
・
タ
ー
ネ
ジ
氏
を
中
心
に
「
同
時
代
の
オ
ペ

ラ
、
音
楽
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
討
論

会
、
及
び
、
芸
術
学
科
の
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
メ

ー
ニ
グ
准
教
授
を
は
じ
め
、
多
く
の
研
究
者
が

集
ま
り
、
海
外
に
お
け
る
日
本
映
画
の
研
究
を

紹
介
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。
さ
ら

に
、
十
二
月
に
は
多
く
の
演
出
家
、
演
劇
評
論

家
や
研
究
者
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、「
ア
ン

グ
ラ
演
劇
の
成
果
と
課
題
」
が
好
評
を
博
し
た
。

な
お
、
三
月
に
は
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
写
真
家

の
フ
リ
ギ
エ
ジ
教
授
（
バ
ル
・
イ
ラ
ン
大
学
）

と
舞
踏
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
る
フ
ェ
ル
ト
マ

ン
教
授
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
）
に
よ
る
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
・
講
演
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　

来
年
度
の
活
動
に
関
し
て
は
、
新
規
の
読
書

会
と
し
て
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ペ
レ
ッ
ク
研
究
会
や

各
学
科
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
多
く
の
講
演
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。
本
誌
の

特
集
と
し
て
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
論
に
お
け
る

語
り
手
の
存
在
論
的
身
分
を
巡
る
論
争
や「
声
」

と
「
叙
法
」
の
識
別
な
ど
、
ポ
エ
テ
ィ
ッ
ク
の

分
野
で
近
年
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
議
論
を
念

頭
に
お
い
て
特
集
「
語
り
の
声
」
を
組
む
準
備

に
入
っ
て
い
る
。
今
後
も
本
誌
が
多
様
な
考
察

の
場
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
期
待
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
。	

（
ジ
ャ
ッ
ク
・
レ
ヴ
ィ
）

＊

　

二
〇
一
六
年
は
、
宮
沢
賢
治
生
誕
一
二
〇
年

で
あ
っ
た
。
本
号
は
、
研
究
所
に
と
っ
て
一
六

年
度
の
刊
行
物
だ
が
、
発
刊
は
一
七
年
三
月
で

あ
る
の
で
、
特
集
名
は
「
二
〇
一
六
宮
沢
賢
治

生
誕
一
二
〇
年
」
と
し
た
。

　
『
言
語
文
化
』
で
宮
沢
賢
治
特
集
を
組
む
の

は
、
三
回
目
で
あ
る
。
一
九
八
四
年
刊
行
の
第

二
号
は
「
宮
沢
賢
治
歿
後
五
〇
年
」、
九
六
年

刊
の
第
一
三
号
は「
宮
沢
賢
治
生
誕
一
〇
〇
年
」

特
集
号
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
、
詩
人
・
児
童

文
学
作
家
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
・
賢
治
研
究
家
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で
あ
る
本
学
フ
ラ
ン
ス
文
学
科
名
誉
教
授
、
天

沢
退
二
郎
氏
の
企
画
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

宮
沢
賢
治
の
多
面
的
な
諸
活
動
へ
の
旺
盛
な

関
心
と
研
究
は
、
生
誕
一
〇
〇
年
の
一
大
ブ
ー

ム
の
頃
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
堅
実
に
継
続
し
て

い
る
。
と
く
に
『
校
本
宮
沢
賢
治
全
集
』
編
集

方
針
を
さ
ら
に
徹
底
さ
せ
、
賢
治
草
稿
す
べ
て

の
改
稿
過
程
の
綿
密
な
解
読
・
記
載
を
含
む

『
新
校
本
全
集
』
の
刊
行
（
九
五
―
〇
九
年
）
は
、

そ
の
基
盤
と
な
っ
て
き
た
。
今
特
集
は
、
主
題

と
し
て
は
詩
と
宗
教
に
焦
点
を
当
て
た
が
、
宮

沢
清
六
・
天
沢
退
二
郎
・
入
沢
康
夫
・
奥
田
弘

の
諸
氏
と
並
び
、
そ
の
編
集
委
員
を
さ
れ
た
栗

原
敦
氏
と
杉
浦
静
氏
か
ら
、
ま
た
多
彩
な
執
筆

陣
か
ら
ご
寄
稿
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

栗
原
敦
氏
は
、
実
践
女
子
大
学
教
授
で
あ

り
（
こ
の
三
月
で
退
官
さ
れ
る
が
）、「
宮
沢
賢

治
学
会
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
」
の
代
表
理

事
も
務
め
ら
れ
た
。「
賢
治
学
会
」
は
、
広
く

賢
治
の
愛
好
者
と
研
究
者
の
集
ま
る
場
で
あ
り
、

生
地
岩
手
県
花
巻
市
の
施
設
「
宮
沢
賢
治
イ
ー

ハ
ト
ー
ブ
館
」
に
本
拠
を
置
き
、
研
究
・
資
料

収
集
等
を
行
い
、
各
地
で
の
研
究
発
表
・
講

演
・
公
演
等
を
組
織
し
て
い
る（w
w

w
.kenji.

gr.jp/

）。
と
も
に
か
つ
て
本
学
で
教
え
ら
れ

た
入
沢
康
夫
氏
と
天
沢
退
二
郎
氏
は
、
そ
の
学

会
で
も
旺
盛
に
活
動
さ
れ
、
現
在
は
そ
れ
ぞ
れ

顧
問
と
参
与
の
お
立
場
に
あ
る
。

　

栗
原
氏
は
、
主
著
は
『
宮
沢
賢
治　

透
明
な

軌
道
の
上
か
ら
』（
新
宿
書
房
）
で
あ
る
が
、
論

集
等
の
編
著
も
あ
り
、『
宮
沢
賢
治
の
オ
ノ
マ

ト
ペ
集
』（
ち
く
ま
文
庫
）
を
監
修
し
、天
沢
氏
・

杉
浦
氏
と
と
も
に
『
図
説　

宮
澤
賢
治
』（
ち
く

ま
学
芸
文
庫
）
を
編
集
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

『
新
校
本
全
集
』
に
基
づ
き
つ
つ
一
般
読
者
向

け
で
あ
る
テ
ク
ス
ト
の
提
供
を
目
指
し
て
刊
行

が
始
ま
っ
た
『
宮
沢
賢
治
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
全

十
巻
（
筑
摩
書
房
）
は
、
入
沢
氏
・
天
沢
氏
の

監
修
、
栗
原
氏
・
杉
浦
氏
の
編
集
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
栗
原
氏
は
今
回
は
、
と
く
に
宗
教
や

農
村
実
践
に
関
し
て
賢
治
の
精
神
史
を
あ
ら
た

め
て
展
望
す
る
論
考
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

杉
浦
静
氏
は
、
大
妻
女
子
大
学
教
授
。
栗
原

氏
と
同
様
に
、
宮
沢
賢
治
学
会
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ

セ
ン
タ
ー
の
代
表
理
事
も
務
め
ら
れ
た
。
主
著

は
、
賢
治
詩
草
稿
の
改
稿
・
編
集
過
程
を
細
密

に
考
究
す
る
『
宮
沢
賢
治　

明
滅
す
る
春
と
修

羅
』（
蒼
丘
書
林
）。
本
号
に
は
、
文
語
詩
「〔
わ

れ
は
ダ
ル
ケ
を
名
乗
れ
る
も
の
と
〕」
に
関
す

る
論
考
を
寄
せ
ら
れ
た
。
な
お
こ
れ
は
、
雑
誌

『
文
学
』
二
〇
一
六
年
一
、二
月
号（
岩
波
書
店
）

に
発
表
さ
れ
た
論
文
「
宮
沢
賢
治
と
ダ
ル
ケ
」

の
続
編
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
仏
教
者
、
パ
ウ
ル
・

ダ
ル
ケ
が
登
場
す
る
諸
作
品
の
検
討
の
一
環
で

あ
る
が
、
杉
浦
氏
は
、
ダ
ル
ケ
に
よ
る
大
乗
仏

教
軽
視
へ
の
賢
治
の
反
発
、
を
根
本
の
主
題
と

し
て
認
め
て
い
る
点
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　

続
く
吉
田
文
憲
氏
は
、
近
年
で
は
『
生
誕
』

（
思
潮
社
）
な
ど
で
知
ら
れ
る
詩
人
だ
が
、
賢

治
に
も
長
年
継
続
的
な
関
心
を
示
さ
れ
、
そ
の

一
部
は
『
宮
沢
賢
治　

妖
し
い
文
字
の
物
語
』

（
思
潮
社
）、『
宮
沢
賢
治　

幻
の
郵
便
脚
夫
を

求
め
て 

』（
大
修
館
書
店
）
の
二
著
に
纏
め
ら

れ
て
い
る
。本
特
集
に
は
、「
文
字
の
ざ
わ
め
き
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
焦
点
と
し
て
、
賢
治
作
品

の
こ
と
ば
の
感
触
を
自
在
に
語
る
論
考
を
い
た

だ
け
た
。

　

平
沢
信
一
氏
は
、
明
星
大
学
教
授
。
賢
治
研

究
者
で
あ
り
、
著
書
に
『
宮
沢
賢
治　

遷
移
の
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詩
学
』（
蒼
丘
書
林
）
が
あ
る
。
賢
治
に
は
絵
画

作
品
も
あ
り
、
そ
の
一
部
は
よ
く
紹
介
さ
れ
る

が
、
今
回
平
沢
氏
は
、
賢
治
の
原
稿
中
に
あ
る

戯
画
・
肖
像
画
な
ど
を
、
賢
治
草
稿
と
い
う
謎

に
満
ち
た
場
所
の
一
局
面
と
し
て
論
じ
ら
れ
て

い
る
。

　

続
く
、
京
都
の
浜
垣
誠
司
氏
は
、
ご
職
業
は

精
神
科
医
だ
が
、
熱
心
な
賢
治
研
究
家
と
し
て

知
ら
れ
、
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
宮
沢
賢
治
の

詩
の
世
界
」
は
、
詩
草
稿
の
一
覧
、
歌
曲
の
音

声
フ
ァ
イ
ル
、
ブ
ロ
グ
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
題

の
論
究
な
ど
、
質
量
と
も
に
賢
治
関
係
で
は
圧

倒
的
で
あ
る
（w

w
w

.ihatov.cc/

）。
本
号
掲

載
の
多
岐
に
わ
た
る
論
考
で
は
、
妹
ト
シ
追
悼

の
心
的
過
程
へ
の
精
神
科
医
ら
し
い
関
心
か
ら
、

死
者
を
探
索
す
る
行
動
、
一
人
を
祈
る
こ
と
へ

の
葛
藤
、
詩
「
青
森
挽
歌
」
に
現
れ
る
エ
ル
ン

ス
ト
・
ヘ
ッ
ケ
ル
像
な
ど
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

本
学
か
ら
の
執
筆
者
と
し
て
、
文
学
部
芸
術

学
科
の
岡
本
章
教
授
は
演
劇
人
で
も
あ
り
、
演

出
家
と
し
て
「
錬
肉
工
房
」
を
主
催
さ
れ
て
い

る
。
か
つ
て
現
代
能『
春
と
修
羅
』を
上
演
さ
れ
、

そ
の
記
録
は
本
誌
三
〇
号
（
一
三
年
三
月
刊
）

に
、「
現
代
能
『
春
と
修
羅
』
上
演
と
討
議
「
宮

沢
賢
治
・
能
・
現
代
芸
術
」
台
本
『
春
と
修
羅
』」

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
そ
の
試

み
を
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
問
題
を
中
心
に
改
め
て
検

討
す
る
エ
ッ
セ
ー
を
寄
稿
さ
れ
た
。

　

つ
い
で
英
文
学
科
准
教
授
、
貞
廣
真
紀
氏
は
、

専
門
は
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
気
鋭
の
ア
メ
リ
カ
文
学

者
で
あ
る
が
、
賢
治
に
も
強
い
関
心
を
お
も
ち

で
、
本
号
掲
載
論
文
で
は
、
非
人
称
的
・
集
合

的
生
へ
の
希
求
と
そ
れ
へ
の
抵
抗
、
他
者
の
死

を
め
ぐ
る
全
体
性
と
個
別
性
の
葛
藤
、
そ
の
同

じ
葛
藤
の
自
死
に
お
け
る
展
開
、
と
い
っ
た
主

題
を
め
ぐ
っ
て
賢
治
作
品
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

富
山
（
英
文
学
科
教
授
）
は
、近
年
発
表
し
た
、

賢
治
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
接
触
の
諸
相
を
扱
う

論
文
数
点
へ
の
補
論
を
、
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

　

な
お
、
本
号
表
紙
の
図
版
は
賢
治
草
稿
の
一

枚
だ
が
、
拙
論
の
第
三
セ
ク
シ
ョ
ン
が
扱
う
箇

所
で
あ
る
（『
新
校
本
全
集
』
の
「
草
稿
通
観
」

で
は
一
連
番
号
「
三
一
八
裏
」）。
賢
治
の
草
稿

で
は
し
ば
し
ば
、
数
次
に
亘
り
加
筆
修
正
が
行

わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
と
き
に
同
一
紙
葉
上
で

地
層
の
よ
う
に
重
な
る
。
そ
れ
ら
を
発
掘
・
解

読
し
た
生
成
過
程
は
す
べ
て
、『
新
校
本
全
集
』

の
校
異
篇
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
生

原
稿
は
現
在
、
花
巻
市
の
宮
沢
賢
治
記
念
館
に

保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
研
究
上
必
要
な
場
合
は
、

そ
の
複
写
の
送
付
を
依
頼
で
き
る
。
今
回
、
表

紙
お
よ
び
平
沢
氏
論
文
中
で
の
図
版
と
し
て
の

使
用
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
記
念
館
に
、
こ

こ
で
謝
意
を
記
し
た
い
。

　

今
回
は
残
念
な
が
ら
事
情
に
よ
り
ご
寄
稿
が

適
わ
な
か
っ
た
天
沢
退
二
郎
氏
は
、
先
に
述
べ

た
よ
う
に
宮
沢
賢
治
学
会
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
セ
ン

タ
ー
の
現
在
は
参
与
で
あ
り
、
か
つ
て
は
代
表

理
事
を
務
め
ら
れ
た
。
じ
つ
は
今
号
の
執
筆
陣

は
、
お
一
人
を
除
け
ば
他
は
み
な
賢
治
学
会
の

会
員
で
あ
る
。
私
事
を
述
べ
れ
ば
今
号
の
編
集

担
当
の
富
山
は
、
か
つ
て
天
沢
氏
の
勧
め
に
よ

り
学
会
に
加
わ
り
、
国
際
大
会
企
画
委
員
や
編

集
委
員
な
ど
の
各
種
の
活
動
に
参
加
し
て
、
現

在
は
巡
り
合
わ
せ
で
理
事
の
代
表
を
し
て
い
る

経
緯
が
あ
り
、
本
特
集
も
い
わ
ば
天
沢
氏
の
お

仕
事
の
余
波
の
ご
と
き
も
の
、
で
あ
る
こ
と
を

記
し
て
お
き
た
い
。	

（
富
山
英
俊
）




